
明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
「
鎖
国
論
」
の
多
様
性

│
│
徳
富
蘇
峰
「
明
治
年
間
の
鎖
国
論
」
を
中
心
に
│
│

大

島

明

秀

は

じ

め

に

「
鎖
国
」
を
近
代
の
言
説
で
あ
る
と
す
る
研
究
視
座
が
提
唱
さ
れ
始
め
盧
、
近
世
の
外
交
体
制
を
表
象
し
て
き
た
「
鎖
国
」
に
つ
い
て

の
研
究
盪
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

従
来
、
近
代
日
本
に
お
け
る
「
鎖
国
」
に
関
す
る
研
究
（
以
下
、「
鎖
国
論
」
で
統
一
）
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
に
刊

行
さ
れ
た
菅
沼
貞
風
（
一
八
六
五
〜
一
八
八
九
）『
大
日
本
商
業
史
』蘯
を
嚆
矢
と
し
て
、
そ
れ
以
降
戦
前
ま
で
を
い
わ
ゆ
る
「
鎖
国
得
失
論
」

に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
一
括
り
に
し
て
き
た
盻
。
こ
こ
で
言
う
「
鎖
国
得
失
論
」
と
は
つ
ま
り
、
近
代
化
の
肯
定
を
前
提
と

し
、
江
戸
時
代
を
他
者
と
し
て
切
り
離
し
た
上
で
、
幕
府
が
「
鎖
国
」
政
策
を
行
っ
た
結
果
が
近
代
日
本
に
と
っ
て
利
益
を
も
た
ら
し
た

の
か
、
あ
る
い
は
損
害
を
も
た
ら
し
た
の
か
を
論
じ
る
議
論
の
こ
と
で
あ
る
。

右
記
の
よ
う
な
研
究
動
向
に
対
し
て
、
筆
者
は
、
考
証
学
的
手
法
を
も
っ
て
新
朝
野
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
「
鎖
国
始
末
」（
一
八
九
四
）

に
着
目
し
、
そ
の
内
容
が
「
鎖
国
得
失
論
」
と
は
大
き
く
離
れ
、
復
古
主
義
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
明

八
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治
二
十
年
代
に
お
け
る
「
鎖
国
論
」
の
多
様
性
が
示
唆
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
眈
。

本
稿
の
課
題
は
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
に
『
国
民
之
友
』
誌
上
に
発
表
さ
れ
た
徳
富
蘇
峰
（
一
八
六
三
〜
一
九
五
七
）
の
論
文

「
明
治
年
間
の
鎖
国
論
」
を
中
心
的
題
材
と
し
な
が
ら
、
明
治
二
十
年
代
、
と
り
わ
け
日
清
戦
争
（
一
八
九
四
年
八
月
宣
戦
布
告
）
以
前
に

成
立
し
た
諸
々
の
「
鎖
国
論
」
を
検
討
し
、
そ
の
多
様
性
を
追
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
作
業
は
そ
の
他
の
拙
稿
と
と
も
に
近

代
に
お
け
る
「
鎖
国
」
言
説
の
形
成
過
程
を
究
明
す
る
た
め
の
基
盤
的
仕
事
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

一

明
治
初
・
中
期
に
お
け
る
「
鎖
国
」
観

荒
野
泰
典
に
よ
れ
ば
、「
鎖
国
」
と
い
う
言
葉
・
概
念
は
、
開
港
そ
し
て
ハ
リ
ス
（T

ow
nsend

H
arris

、
一
八
〇
四
〜
一
八
七
八
）
来
航
以

後
、
特
化
さ
れ
た
形
で
次
第
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
眇
。
そ
れ
で
は
明
治
期
の
官
民
に
お
い
て
、「
鎖
国
」
は
ど
の

よ
う
な
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
、
以
下
の
議
論
の
た
め
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
辞
典
『
新
令
字
解
』
を
見
て
み
よ
う
。
凡
例
に
は
そ
の
出
版
の
意
図
が
記

さ
れ
て
い
る
。

一

此
篇

太
政
官
日
誌
行
在
昨
日
誌
及
ビ
周
旋
家
応
酬
ノ
語
中
ニ
ツ
キ
抄
出
ス
、
シ
カ
レ
ド
モ
遺
漏
尠
シ
ト
セ
ズ
因
テ
次
篇
ヲ
輯
シ
、
以
テ
コ

レ
ヲ
収
ン
ト
ス
、

一

国
字
ヲ
以
テ
序
次
ヲ
ナ
ス
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
假
字
遺
ヒ
、
文
字
ノ
声
韵
等
、
正
ス
ニ
イ
ト
マ
ア
ラ
ズ
、
モ
ト
通
俗
ヲ
專
ニ
シ
、
童
蒙
捜
索
シ
易
ガ

タ
メ
ナ
レ
バ
、
井
ハ
イ
オ
ハ
ヲ
ヱ
ハ
エ
ノ
部
ニ
混
収
ス
ル
ノ
類
、
杜
撰
極
テ
多
シ
、
冀
ク
ハ
識
者
尤
ル
ナ
カ
レ
眄

明
治
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十
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代
に
お
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る
「
鎖
国
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の
多
様
性
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つ
ま
り
、
童
蒙
を
対
象
と
し
た
辞
書
だ
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
中
で
「
鎖
国
」
は
、

サ
コ
ク

鎖
国
【
カ
ウ
エ
キ
セ
ヌ
ト
云
事
】
眩

と
説
明
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
こ
こ
に
「
鎖
国
」
に
対
す
る
評
価
は
何
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
。

文
部
省
の
命
を
受
け
て
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
二
月
に
起
草
さ
れ
た
大
槻
文
彦
（
一
八
四
七
〜
一
九
二
八
）
に
よ
る
画
期
的
な
辞
書

『
言
海
』
は
、
八
九
年
五
月
〜
九
一
年
四
月
に
か
け
て
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
「
鎖
国
」
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

マ
ジ
ハ
リ

鎖
国

ク
ニ
ヲ
ト
ザ
ス
事
。
外
国
ト
、
一
切
交
際
ヲ
セ
ヌ
事
眤

『
新
令
字
解
』
で
は
「
鎖
国
」
は
「
貿
易
し
な
い
こ
と
」
と
説
か
れ
て
い
た
が
、『
言
海
』
で
は
「
国
を
鎖
す
こ
と
、
外
と
交
際
し
な
い
こ

と
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
新
令
字
解
』
の
説
明
を
大
き
く
越
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
明
治
二
十
年
代
以
前
の
辞
書
に
お
け

る
「
鎖
国
」
の
理
解
は
、
右
の
よ
う
な
具
合
で
あ
っ
た
。

次
に
、
西
洋
知
識
・
文
物
の
紹
介
、
導
入
に
貢
献
し
た
啓
蒙
思
想
家
福
沢
諭
吉
（
一
八
三
四
〜
一
九
〇
一
）
を
取
り
上
げ
る
。
そ
の
著

『
学
問
の
す
ゝ
め
』眞
（
一
八
七
二
年
二
月
〜
一
八
七
六
年
一
一
月
）
で
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

我
日
本
は
ア
ジ
ヤ
州
の
東
に
離
れ
た
る
一
個
の
島
国
に
て
、
古
来
外
国
と
交
わ
り
を
結
ば
ず
独
り
自
国
の
産
物
の
み
を
衣
食
し
て
不
足
と
思
い
し
こ

と
も
な
か
り
し
が
、
嘉
永
年
中
ア
メ
リ
カ
人
渡
来
せ
し
よ
り
外
国
交
易
の
事
始
ま
り
今
日
の
有
様
に
及
び
し
こ
と
に
て
、
開
港
の
後
も
色
々
と
議
論

多
く
、
鎖
国
攘
夷
な
ど
と
や
か
ま
し
く
言
い
し
者
も
あ
り
し
か
ど
も
、
そ
の
見
る
と
こ
ろ
甚
だ
狭
く
、
諺
に
い
う
井
の
底
の
蛙
に
て
、
そ
の
議
論
取

明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
「
鎖
国
論
」
の
多
様
性
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る
に
足
ら
ず
眥

昔
鎖
国
の
世
に
旧
幕
府
の
如
き
窮
屈
な
る
政
を
行
う
時
代
な
れ
ば
、
人
民
に
気
力
な
き
も
そ
の
政
事
に
差
支
え
ざ
る
の
み
な
ら
ず
却
っ
て
便
利
な
る

ゆ
え
、
故
さ
ら
に
こ
れ
を
無
智
に
陥
れ
無
理
に
柔
順
な
ら
し
む
る
を
も
っ
て
役
人
の
得
意
と
せ
し
こ
と
な
れ
ど
も
、
今
外
国
と
交
わ
る
の
日
に
至
っ

て
は
こ
れ
が
た
め
大
な
る
弊
害
あ
り
眦

こ
こ
で
は
日
本
が
「
古
来
外
国
と
交
わ
り
を
結
ば
」
な
か
っ
た
国
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。「
鎖
国
の
世
」
で
あ
っ
た
旧
体
制
で
は
「
窮

屈
な
る
政
」
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
は
「
人
民
に
気
力
な
き
も
そ
の
政
事
に
差
支
え
ざ
る
の
み
な
ら
ず
却
っ
て
便
利
な
る
ゆ
え
、
故
さ
ら
に

こ
れ
を
無
智
に
陥
れ
無
理
に
柔
順
な
ら
し
む
る
」
も
の
で
あ
る
が
、「
今
外
国
と
交
わ
る
の
日
に
至
っ
て
は
こ
れ
が
た
め
大
な
る
弊
害
」

が
あ
る
の
だ
と
い
う
眛
。

日
本
に
お
け
る
近
代
統
計
の
先
駆
者
と
称
さ
れ
る
杉
亨
二
（
一
八
二
八
〜
一
九
一
七
）
も
明
六
社
の
一
員
で
あ
っ
た
が
、『
明
六
雑
誌
』

第
三
四
号
（
一
八
七
五
年
四
月
）
に
、
杉
が
そ
の
前
月
に
演
説
し
た
「
想
像
鎖
国
説
」眷
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

若
シ
国
内
ノ
金
銀
漸
々
尽
キ
紙
幣
ノ
ミ
残
ラ
バ
﹇
、﹈
外
人
モ
商
売
シ
テ
利
得
ナ
ク
土
地
ハ
素
ヨ
リ
得
ラ
レ
ス
﹇
、﹈
入
籍
ハ
好
ム
マ
シ
ケ
レ
ハ

﹇
、﹈
連
々
手
ヲ
引
キ
商
舶
ヲ
入
レ
ヌ
ヨ
リ
外
其
策
ハ
無
カ
ル
可
シ
﹇
、﹈
サ
レ
ハ
我
国
ハ
自
然
ト
鎖
国
ノ
姿
ニ
成
リ
﹇
、﹈
世
間
モ
漸
々
不
自
由
ニ
至

リ
﹇
、﹈
今
ノ
世
モ
子
孫
ノ
世
ニ
代
レ
ハ
﹇
、﹈
不
自
由
ナ
ル
事
愈
々
窮
リ
﹇
、﹈
是
ニ
至
テ
仏
国
ニ
テ
唱
フ
ル
コ
ム
ミ
ニ
ユ
ス
ミ
ス
ノ
説
ヲ
始
テ
我

日
本
国
ニ
行
ハ
ル
ヽ
カ
﹇
、﹈
将
又
一
層
烈
シ
ク
ス
パ
ル
タ
流
ニ
移
リ
眸

杉
に
よ
れ
ば
「
鎖
国
」
は
不
自
由
な
体
制
で
あ
り
、
そ
れ
が
極
ま
る
と
「
ス
パ
ル
タ
流
」
に
行
き
着
い
て
し
ま
う
。
こ
の
「
ス
パ
ル
タ

明
治
二
十
年
代
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る
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流
」
と
は

五
百
年
ノ
間
一
国
挙
テ
野
俗
ヲ
重
シ
﹇
、﹈
強
勇
ヲ
貴
ヒ
﹇
、﹈
家
ハ
薦
ヲ
設
ケ
テ
起
臥
シ
﹇
、﹈
路
ハ
徒
跣
ニ
テ
歩
行
シ
﹇
、﹈
常
ニ
悪
衣
悪
食
ニ
安

シ
﹇
、﹈
開
化
文
明
ノ
風
地
ヲ
払
テ
微
塵
モ
無
シ
睇

と
評
さ
れ
る
世
で
あ
り
、「
鎖
国
」
に
対
す
る
杉
の
評
価
が
こ
こ
に
現
れ
て
い
る
。

続
い
て
、
後
に
東
京
市
長
や
大
隈
内
閣
の
法
相
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
尾
崎
行
雄
（
一
八
五
九
〜
一
九
五
四
）
は
演
説
の
名
手
と
し
て
名

高
い
が
、
そ
の
演
説
法
を
講
じ
た
『
続
公
会
演
説
法

全
』睚
（
一
八
七
九
）
の
緒
言
に
も
「
鎖
国
」
時
代
に
つ
い
て
の
言
及
が
認
め
ら
れ
る
。

固
ト
是
レ
東
洋
ノ
一
孤
島
、
疆
土
ノ
大
小
広
狭
ヲ
以
テ
北
魯
西
支
ト
比
ス
可
キ
ニ
非
ス
ト
雖
ト
モ
地
味
膏
腴
ニ
シ
テ
物
産
豊
饒
、
気
候
温
和
ニ
シ
テ

寒
暖
其
宜
ヲ
得
人
民
敏
捷
ニ
シ
テ
機
務
ニ
通
シ
勉
励
ニ
シ
テ
事
業
ニ
堪
ユ
天
資
一
モ
欧
米
各
国
ニ
譲
ル
所
無
フ
シ
テ
常
ニ
其
凌
圧
ヲ
免
レ
サ
ル
ノ
状

有
ル
ハ
何
ソ
曰
ク
長
ク
港
口
ヲ
鎖
シ
テ
厳
ニ
交
通
ヲ
禁
シ
独
リ
内
国
ノ
治
安
ニ
安
ン
シ
テ
自
ラ
天
下
ノ
強
国
ト
称
シ
甞
テ
外
邦
ノ
状
勢
ヲ
知
ラ
ス
共

ニ
競
争
ス
ヘ
キ
人
民
ヲ
見
ス
唯
タ
固
陋
ニ
眠
テ
太
平
ヲ
楽
シ
ム
ノ
ミ
豈
ニ
図
ラ
ン
ヤ
西
欧
北
米
ノ
文
学
技
芸
却
テ
遥
カ
ニ
我
上
ニ
出
ル
コ
ト
ヲ
然
レ

ト
モ
一
旦
交
通
ノ
道
ヲ
開
テ
之
ト
親
接
ス
ル
ニ
至
リ
初
テ
彼
カ
実
価
ヲ
知
テ
我
ノ
及
ハ
サ
ル
ヲ
明
カ
ニ
ス
睨

尾
崎
の
見
解
で
は
、
日
本
は
「
長
ク
港
口
ヲ
鎖
シ
テ
厳
ニ
交
通
ヲ
禁
シ
」
た
政
策
を
施
い
た
た
め
に
、「
独
リ
内
国
ノ
治
安
ニ
安
ン
シ
テ

自
ラ
天
下
ノ
強
国
ト
称
シ
外
邦
ノ
状
勢
ヲ
知
ラ
」
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
福
沢
や
杉
と
同
様
に
、
こ
こ
で
は
「
鎖
国
」
が
脱
却
す
べ
き
旧

体
制
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

次
に
、
藤
田
茂
吉
（
一
八
五
二
〜
一
八
九
二
）『
文
明
東
漸
史
』睫
（
一
八
八
四
序
）
に
つ
い
て
述
べ
る
。
本
書
は
西
洋
文
明
の
東
方
へ
の
伝

播
と
世
界
に
お
け
る
日
本
の
位
置
付
け
、
お
よ
び
進
路
を
論
じ
た
文
明
史
学
と
評
さ
れ
る
史
論
書
で
あ
る
。

明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
「
鎖
国
論
」
の
多
様
性
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徳
川
氏
治
を
施
く
こ
と
二
百
余
年
、
覇
業
の
根
深
ふ
し
て
封
建
の
基
堅
し
。
政
鋼
漸
く
弛
み
威
権
較
や
衰
へ
た
る
も
、
尚
ほ
祖
宗
の
余
光
に
よ
り
て

三
百
諸
侯
を
統
轄
し
、
兵
馬
金
穀
の
主
権
を
擁
し
て
天
下
に
号
令
し
、
鎖
国
の
主
義
を
守
り
て
海
外
に
通
ぜ
ざ
れ
ば
外
に
強
敵
あ
る
を
知
ら
ず
睛

本
史
は
天
文
以
降
天
保
の
末
年
に
至
る
迄
凡
そ
三
百
年
間
、
外
国
交
際
よ
り
生
じ
た
る
事
変
を
記
述
し
、
泰
西
文
明
の
東
漸
せ
る
起
因
結
果
を
明
か

に
し
、
読
者
を
し
て
、
封
建
鎖
国
の
世
に
当
り
、
泰
西
﹇
文
﹈
明
の
進
歩
せ
る
実
勢
を
知
ら
し
む
睥

こ
こ
か
ら
本
書
の
狙
い
が
、「
鎖
国
の
主
義
を
守
」
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
海
外
に
通
」
じ
な
く
な
り
、「
外
に
強
敵
あ
る
を
知
ら
」
な
い
世

で
あ
っ
た
徳
川
の
「
封
建
鎖
国
の
世
」
の
体
制
の
中
に
お
い
て
、
西
洋
と
の
交
流
や
西
洋
文
明
の
存
在
を
見
出
す
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
は

明
白
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
地
方
で
は
ど
の
よ
う
な
認
識
だ
っ
た
の
か
。
一
例
と
し
て
荻
原
文
吉
『
や
ま
と
民
族
』睿
（
一
八
九
四
）
を
挙
げ
る
。
こ
れ

は
長
野
県
岩
村
田
町
活
版
所
で
印
刷
さ
れ
た
小
冊
子
で
あ
っ
た
。

従
来
我
日
本
帝
国
ハ
長
ク
鎖
国
主
義
ヲ
取
リ
海
外
諸
国
ヲ
度
外
ニ
置
キ
自
己
ヲ
賢
ト
シ
外
人
ヲ
愚
ト
ス
﹇
…
﹈
今
ヤ
我
邦
土
モ
長
足
ノ
進
歩
ヲ
ナ

シ
、
共
ニ
堂
々
比
肩
ス
ト
雖
、
翻
テ
当
時
ヲ
追
懐
ス
レ
ハ
彼
我
文
明
ノ
相
隔
ル
実
ニ
雲
泥
モ
啻
ナ
ラ
サ
ル
ナ
リ
然
ル
ニ
星
移
リ
物
変
リ
長
ク
鎖
国
主

義
ヲ
保
守
ス
ル
能
ハ
ス
、
今
ヤ
万
国
ト
並
立
シ
、
弱
肉
強
食
ノ
間
ニ
立
チ
テ
互
ニ
其
雌
雄
ヲ
争
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
境
遇
ト
ナ
リ
タ
ル
ナ
リ
、
嗚
呼

夫
レ
如
斯
ナ
レ
ハ
吾
邦
土
モ
亦
昔
ノ
邦
土
ト
共
ニ
日
ヲ
仝
シ
テ
語
ル
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
睾

近
世
の
日
本
は
長
く
「
海
外
諸
国
ヲ
度
外
ニ
置
キ
自
己
ヲ
賢
ト
シ
外
人
ヲ
愚
ト
ス
」
る
「
鎖
国
主
義
」
の
体
制
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の

時
代
は
、
著
者
の
荻
原
を
し
て
「
翻
テ
当
時
ヲ
追
懐
ス
レ
ハ
彼
我
文
明
ノ
相
隔
ル
実
ニ
雲
泥
モ
啻
ナ
ラ
サ
ル
ナ
リ
」、「
嗚
呼
夫
レ
如
斯
ナ

レ
ハ
吾
邦
土
モ
亦
昔
ノ
邦
土
ト
共
ニ
日
ヲ
仝
シ
テ
語
ル
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
」
と
言
わ
し
め
る
よ
う
な
、
非
文
明
的
な
時
代
と
見
做
さ

明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
「
鎖
国
論
」
の
多
様
性
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れ
て
い
た
。

一
方
、
閣
僚
の
認
識
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
第
二
次
伊
藤
博
文
内
閣
時
の
外
務
大
臣
陸
奥
宗
光
（
一
八
四
四
〜
一
八
九
七
）

は
当
時
の
懸
案
で
あ
っ
た
不
平
等
条
約
改
正
に
奔
走
し
た
人
物
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
一
二
月
二
九
日
の
第
五
回
帝

国
議
会
（
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
一
九
号
）
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

諸
君
、
本
大
臣
ハ
今
日
維
新
以
来
政
府
ガ
執
リ
来
ッ
タ
所
ノ
外
交
上
ノ
方
針
ノ
大
要
ヲ
宣
言
ス
ル
タ
メ
ニ
出
席
致
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
（
謹
聴
）
本

大
臣
ハ
維
新
以
来
国
家
ノ
大
計
、
国
是
ノ
基
礎
ト
シ
テ
採
用
サ
レ
タ
所
ノ
開
国
主
義
ヲ
以
テ
如
何
ニ
国
家
ノ
進
歩
ヲ
促
シ
来
ッ
タ
ル
カ
、
如
何
ニ
国

民
ノ
幸
福
ヲ
増
進
シ
来
リ
タ
ル
カ
ヲ
陳
述
シ
、
併
セ
テ
本
日
ノ
議
事
日
程
ニ
登
ッ
テ
居
ル
議
案
及
之
ニ
関
係
ス
ル
所
ノ
同
一
ノ
精
神
ナ
ル
両
議
案
ハ

如
何
ニ
右
ノ
国
是
ニ
関
係
ヲ
有
ス
ル
カ
ヲ
説
明
シ
、
深
ク
諸
君
ノ
公
平
ナ
ル
判
断
ヲ
得
ン
ト
欲
ス
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
睹

陸
奥
は
、「
維
新
以
来
国
家
ノ
大
計
、
国
是
ノ
基
礎
ト
シ
テ
採
用
サ
レ
タ
所
ノ
開
国
主
義
ヲ
以
テ
如
何
ニ
国
家
ノ
進
歩
ヲ
促
シ
来
ッ
タ
ル

カ
、
如
何
ニ
国
民
ノ
幸
福
ヲ
増
進
シ
来
リ
タ
ル
カ
」
に
つ
い
て
陳
述
し
た
よ
う
だ
が
、
こ
こ
に
は
い
わ
ゆ
る
「
開
国
」
以
前
が
、
非
進
歩

的
で
薄
幸
な
時
代
で
あ
る
と
す
る
陸
奥
の
視
線
が
認
め
ら
れ
る
。

以
上
確
認
し
た
よ
う
に
、
明
治
初
頭
か
ら
中
期
ま
で
「
鎖
国
」
が
何
者
で
あ
る
か
明
確
に
定
義
付
け
が
為
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
各
論
者
に
一
貫
し
て
い
る
の
は
、「
鎖
国
」
に
、
西
洋
の
「
進
歩
」
し
た
状
況
を
認
識
で
き
ず
、「
文
明
」
に
遅
れ
た
「
未
開
」、「
野

蛮
」
の
原
因
を
求
め
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
克
服
す
べ
き
対
象
と
し
て
捉
え
て
い
る
点
で
あ
る
瞎
。

ま
た
、
明
治
終
盤
に
な
る
と
「
鎖
国
」
の
〈
意
味
〉
は
さ
ら
に
拡
大
す
る
。
主
に
明
治
三
十
年
代
に
お
け
る
地
方
の
文
壇
状
況
を
論
じ

た
小
木
曽
旭
晃
（
一
八
八
二
〜
？
）『
地
方
文
芸
史
』（
一
九
一
〇
）
の
第
一
二
章
「
明
治
三
九
年
史
」瞋
に
お
け
る
一
つ
の
節
名
は
「
鎖
国
主

義
の
信
州
文
壇
」
で
あ
り
、
そ
の
中
で
は
以
下
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
「
鎖
国
論
」
の
多
様
性

九
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信
州
の
文
壇
は
不
断
的
の
活
動
に
し
て
須
臾
も
休
息
す
る
こ
と
な
し
、
此
点
に
於
て
は
信
州
一
国
を
以
て
優
に
地
方
総
体
に
匹
敵
し
得
る
の
勢
力
あ

り
、
既
に
同
好
者
多
け
れ
ば
機
関
雑
誌
の
多
き
こ
と
亦
自
然
の
理
数
に
て
大
小
の
雑
誌
常
に
出
没
す
る
と
雖
も
、
広
く
地
方
文
壇
に
認
識
せ
ら
れ
ざ

る
は
、
他
な
し
前
記
の
如
く
鎖
国
主
義
に
し
て
島
国
的
気
性
を
脱
せ
ざ
る
が
故
な
り
、
換
言
す
れ
ば
同
窓
会
的
の
雑
誌
を
発
行
し
て
、
土
地
の
同
好

者
の
み
楽
む
と
い
ふ
如
き
極
め
て
単
純
な
も
の
に
し
て
、
広
く
門
戸
を
開
放
し
て
他
県
の
異
分
子
を
も
迎
へ
、
広
義
な
る
社
交
的
に
思
想
を
交
換
す

る
と
云
ふ
如
き
濶
大
な
る
気
宇
に
乏
し
く
、
因
循
姑
息
の
嫌
あ
る
は
嘆
す
べ
し
瞑

「
信
州
文
壇
」
が
閉
鎖
的
で
あ
る
こ
と
を
「
鎖
国
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
表
象
し
、
知
名
度
が
上
が
ら
な
い
原
因
を
「
鎖
国
」
に
よ
る

「
島
国
的
気
性
」
に
求
め
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
こ
こ
に
お
い
て
「
鎖
国
」
の
指
し
示
す
と
こ
ろ
、
な
ら
び
に
用
い
ら
れ
る
場
面

は
、
明
ら
か
に
拡
大
し
て
お
り
、「
鎖
国
」
は
よ
り
便
利
な
〈
道
具
〉
と
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
鎖
国
」
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
了
解
を
前
提
と
し
た
上
で
、「
鎖
国
」
時
代
を
歴
史
に
位
置
付
け
た
史
論
や
歴
史
研

究
が
明
治
二
十
年
代
か
ら
登
場
す
る
。

二

明
治
二
十
年
代
の
史
論
に
見
る
「
鎖
国
論
」

冒
頭
で
述
べ
た
問
題
を
再
確
認
す
る
。
従
来
、
近
代
「
鎖
国
論
」
に
つ
い
て
は
、
菅
沼
貞
風
『
大
日
本
商
業
史
』
を
起
点
と
し
て
そ
れ

以
降
戦
前
ま
で
の
研
究
を
、
い
わ
ゆ
る
「
鎖
国
得
失
論
」
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
一
枚
岩
的
な
視
線
を
投
げ
か
け
て
き

た
。こ

こ
に
は
二
つ
の
問
題
が
あ
り
、
一
つ
は
、
明
治
期
の
「
鎖
国
論
」
へ
の
論
及
で
は
、
特
定
の
歴
史
論
者
し
か
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
決
ま
っ
て
明
治
二
十
年
代
に
成
立
し
た
菅
沼
貞
風
『
大
日
本
商
業
史
』、
お
よ
び
福
地
源
一
郎
（
一
八
四
一
〜
一
九

〇
六
）
に
よ
る
『
幕
府
衰
亡
論
』瞠
（
一
八
九
二
）
を
嚆
矢
と
し
、
そ
の
後
は
大
正
年
間
に
記
さ
れ
た
徳
富
蘇
峰
『
近
世
日
本
国
民
史
』瞞

明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
「
鎖
国
論
」
の
多
様
性
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（
一
九
二
四
）、
そ
し
て
明
治
の
末
か
ら
国
史
学
研
究
で
行
な
わ
れ
る
も
の
と
し
て
、
内
田
銀
藏
（
一
八
七
二
〜
一
九
一
九
）、
辻
善
之
助
（
一

八
七
七
〜
一
九
五
五
）
ら
数
人
の
み
が
挙
げ
ら
れ
る
に
留
ま
っ
て
き
た
瞰
。
そ
し
て
い
ま
一
つ
は
、
先
の
問
題
に
付
随
し
た
問
題
で
あ
る

が
、
筆
者
が
別
稿
で
「
鎖
国
始
末
」（
一
八
九
四
）
の
存
在
を
も
っ
て
指
摘
し
た
よ
う
に
瞶
、
帝
国
日
本
が
進
む
べ
き
方
向
を
模
索
し
て
い

た
明
治
二
十
年
代
に
は
、
多
様
な
「
鎖
国
論
」
の
存
在
が
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
本
章

で
は
近
代
「
鎖
国
論
」、
す
な
わ
ち
「
鎖
国
得
失
論
」
の
嚆
矢
と
さ
れ
て
き
た
『
大
日
本
商
業
史
』、『
幕
府
衰
亡
論
』
を
は
じ
め
と
し
た

明
治
二
十
年
代
の
史
論
書
に
お
け
る
「
鎖
国
」
観
を
確
認
し
て
い
く
。

ま
ず
既
述
し
た
菅
沼
貞
風
『
大
日
本
商
業
史
』（
一
八
八
九
）
を
見
て
お
き
た
い
。
本
書
は
近
代
日
本
の
貿
易
振
興
を
意
図
し
な
が
ら
、

そ
の
主
題
を
「
通
商
」
に
置
い
て
前
近
代
ま
で
を
太
古
、
上
古
、
中
古
、
近
古
と
四
分
し
た
通
史
を
描
い
た
著
作
で
あ
る
。
そ
の
中
で

「
鎖
国
」
時
代
は
次
の
よ
う
に
評
さ
れ
て
い
る
。

是
れ
よ
り
し
て
後
ち
殆
ん
と
三
百
年
間
は
我
国
人
か
隠
居
し
て
世
間
の
交
際
を
絶
ち
し
時
代
な
り
﹇
、﹈
我
国
人
か
桃
花
源
上
に
肥
遯
し
て
春
風
に

長
睡
せ
し
時
代
な
り
﹇
、﹈
即
ち
鎖
国
の
時
代
な
り
﹇
、﹈
此
時
代
に
当
り
﹇
、﹈
我
国
の
商
業
は
内
国
に
於
て
行
は
れ
た
る
狭
小
な
る
区
域
の
外
は

﹇
、﹈
僅
に
長
崎
の
一
港
に
於
て
外
国
貿
易
の
余
脉
を
繋
け
る
の
み
﹇
、﹈
然
れ
と
も
今
日
我
国
に
行
は
る
ゝ
所
の
内
国
貿
易
は
尽
く
起
源
を
此
際
に

発
す
瞹

当
時
は
「
世
間
の
交
際
を
絶
ち
し
時
代
」
と
さ
れ
、
海
外
と
の
通
商
を
行
わ
な
か
っ
た
が
、
平
和
と
内
国
産
業
の
発
達
を
促
し
た
面
も
あ

る
と
い
う
。
し
か
し
、「
我
国
人
は
鎖
国
の
夢
を
見
た
り
﹇
、﹈
然
れ
と
も
国
を
鎖
し
て
域
の
中
に
退
守
す
る
は
果
し
て
日
本
国
民
の
本
色

に
あ
ら
し
瞿
」
と
い
う
発
言
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
近
代
日
本
の
商
業
興
隆
を
目
的
と
し
て
い
た
菅
沼
は
、
基
本
的
に
は
「
鎖
国
」
に
対

し
て
否
定
的
な
眼
差
し
を
向
け
た
。
そ
れ
は
近
代
を
排
除
し
た
通
史
の
中
に
「
鎖
国
」
時
代
を
位
置
付
け
、
そ
れ
以
前
に
隆
盛
し
て
い
た

明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
「
鎖
国
論
」
の
多
様
性

九
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「
通
商
」
を
断
絶
し
た
時
代
と
す
る
評
価
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
為
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
法
律
、
政
治
、
経
済
、
地
理
、
歴
史
な
ど
多
岐
に
亘
っ
て
精
力
的
に
著
作
を
残
し
た
坪
谷
善
四
郎
（
一
八
六
二
〜
一
九
四
九
）
の

『
日
本
海
運
論

全
』瞼
を
見
て
み
よ
う
。「
海
運
の
発
達
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
菅
沼
と
同
様
に
通
史
を
描
こ
う
と
し
た
試
み
で
あ
る
。

菅
沼
と
異
な
っ
て
い
る
点
を
挙
げ
る
と
、
当
代
と
し
て
の
「
近
代
」
を
そ
の
執
筆
の
範
疇
に
含
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
書
で
日
本
史

は
、
上
古
、
中
古
、
近
古
、
近
世
、
近
代
と
五
分
さ
れ
て
、「
近
世
」
は
「
鎖
国
時
代
瞽
」、「
近
代
」
は
「
開
国
時
代
瞻
」
と
副
題
が
付
さ

れ
て
い
る
。
坪
谷
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
弊
害
、
特
に
島
原
の
乱
に
よ
っ
て
「
寛
永
以
後
嘉
永
に
至
る
ま
で
は
、
我
国
実
に
鎖
国
の
主
義
を

執
矇
」
っ
た
と
す
る
。
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に�

因�

る�

、
実�

に�

徳�

川�

氏�

の�

鎖�

国�

政�

略�

は�

、
我�

海�

国�

を�

萎�

��

不�

振�

な�

ら�

し�

め�

た�

る�

も�

の�

な�

り�

矗

と
、
基
本
的
に
「
鎖
国
」
政
策
に
対
し
て
否
定
的
な
眼
差
し
を
投
げ
か
け
た
。
通
史
の
中
に
「
鎖
国
」
時
代
を
位
置
付
け
、「
我
海
国
」

を
「
萎
�
不
振
な
ら
し
め
た
」
と
の
評
価
を
付
与
し
た
そ
の
叙
述
方
法
は
菅
沼
と
同
様
で
、
さ
ら
に
そ
の
内
容
も
い
わ
ゆ
る
「
鎖
国
得
失

明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
「
鎖
国
論
」
の
多
様
性
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論
」
的
な
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
坪
谷
が
「
斯
く
外
国
の
徃
来
は
全
く
止
み
た
る
も
、
内
地
沿
海
の
航
運
は
此
時
に
於
て
甚
は
だ
開
ら

け
た
り
矚
」
と
、「
鎖
国
」
時
代
に
お
け
る
国
内
海
運
に
目
を
着
け
、
そ
の
発
達
に
肯
定
的
な
評
価
を
与
え
て
い
た
こ
と
は
留
意
す
べ
き

で
あ
る
。

続
い
て
、
菅
沼
貞
風
と
並
び
「
鎖
国
得
失
論
」
の
嚆
矢
と
並
び
称
さ
れ
る
福
地
源
一
郎
『
幕
府
衰
亡
史
』（
一
八
九
二
）
を
取
り
上
げ

る
。
そ
の
叙
に
は
、
維
新
の
偉
業
を
称
え
た
歴
史
は
数
多
あ
る
が
、
幕
府
衰
亡
を
考
証
し
た
歴
史
が
上
梓
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
不
満
を

覚
え
て
い
た
と
こ
ろ
、「
我
友
徳
富
蘇
峰
氏
余
が
廬
を
訪
ひ
談
偶
々
此
事
に
及
矜
」
ん
で
『
幕
府
衰
亡
史
』
の
執
筆
が
始
ま
っ
た
経
緯
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
表
題
通
り
徳
川
幕
府
の
衰
亡
し
た
理
由
を
考
察
す
る
こ
と
に
そ
の
目
的
が
あ
り
、
よ
っ
て
江
戸
時
代
に
焦
点

を
絞
っ
た
歴
史
叙
述
で
あ
っ
た
点
で
、
通
史
を
描
い
た
『
大
日
本
商
業
史
』
と
は
全
く
異
な
る
史
論
で
あ
っ
た
。
徳
川
の
「
鎖
国
」
政
策

に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

且
つ
天
主
教
を
厳
に
し
て
よ
り
島
原
の
教
匪
の
乱
と
な
り
﹇
、﹈
更
に
其
禁
を
重
く
し
た
る
が
為
に
併�

せ�

て�

外�

交�

ま�

で�

も�

厳�

に�

し�

﹇
、﹈
遂�

に�

鎖�

国�

の�

政�

略�

を�

断�

行�

す�

る�

に�

至�

れ�

り�

﹇
、﹈
然
れ
ど
も
爾
来
外
国
の
為
に
国
安
を
擾
乱
せ
ら
れ
ず
し
て
東
洋
の
洪
涛
間
に
安
眠
す
る
百
余
年
の
久
を
経
た
る

は
﹇
、﹈
即
ち
此
禁
令
の
結
果
な
り
と
云
ふ
べ
き
歟
矣

福
地
は
「
鎖
国
」
政
策
の
結
果
、
平
和
が
得
ら
れ
た
旨
を
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、「
其
幕
府
を
衰
亡
せ
し
め
た
る
も
亦
封�

建�

と
鎖�

国�

な
り
き
矮
」
と
し
、
嘉
永
・
安
政
年
間
に
「
大
に
開
国
の
主
義
を
発
揚
し
て
天
下
に
其
然
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
の
事
理
を
明
示
し

開
国
政
略
を
行
は
ゞ
﹇
、﹈
幕
府
の
威
令
は
猶
之
を
永
く
す
る
を
得
た
る
へ
き
矼
」
と
の
見
解
も
示
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
福
地
と
同
様
に
江
戸
時
代
を
記
述
対
象
と
し
た
『
徳
川
政
教
考
』
砌
（
一
八
九
四
年
九
月
）
を
見
て
み
よ
う
。
著
者
の
吉
田

東
伍
（
一
八
六
四
〜
一
九
一
八
）
は
、
読
売
新
聞
社
に
勤
め
、
歴
史
地
理
学
者
と
し
て
も
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
本
書
は
そ
も
そ
も
落
後

明
治
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十
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代
に
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る
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鎖
国
論
」
の
多
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性
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生
と
い
う
筆
名
で
『
読
売
新
聞
』
紙
上
に
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
六
月
五
日
か
ら
一
二
月
五
日
の
半
年
、
四
三
回
に
亘
っ
て
連
載

し
、
そ
れ
を
改
訂
増
補
し
た
。
そ
こ
で
「
鎖
国
」
政
策
は
以
下
の
よ
う
に
評
さ
れ
た
。

鎖
国
の
風
潮
烈
し
く
而�

も�

外�

国�

貿�

易�

遂�

年�

の�

減�

縮�

は�

却�

て�

内�

地�

産�

物�

を�

促�

し�

来�

れ�

り�

、
夫
の
生
糸
絹
織
は
云
ふ
も
更
な
り
、
毛
織
の
外
は
砂
糖
の
如

き
も
、
多�

く�

長�

崎�

舶�

来�

を�

仰�

ぐ�

を�

得�

ざ�

る�

が�

為�

め�

勢
ひ
強
て
内
国
の
生
産
を
求
め
、
其
給
用
を
為
せ
り
、
特�

に�

其�

蚕�

事�

機�

業�

の�

俄�

に�

盛�

ん�

な�

る�

や�

我�

国�

百�

歳�

の�

大�

生�

業�

と�

は�

な�

れ�

り�

、
是�

み�

な�

鎖�

国�

偏�

固�

の�

保�

護�

力�

に�

頼�

れ�

る�

奇�

利�

な�

ら�

ず�

や
さ
れ
ば
鎖
国
に
も
其
説
あ
り
、
開
鎖
の
論
其
利
害
の
紛
糾

す
る
こ
と
馬
琴
翁
の
謂
は
ゆ
る
「
あ
ざ
な
へ
る
縄
」
の
観
あ
る
べ
し
砒

吉
田
は
「
開
鎖
の
論
其
利
害
の
紛
糾
」
が
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、「
外
国
貿
易
遂
年
の
減
縮
は
却
て
内
地
産
物
を
促
し
来
れ
り
」
と
い
う

「
鎖
国
」
次
代
の
利
益
面
に
着
目
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
下
巻
の
緒
言
は
興
味
深
い
。

吾
明
治
立
憲
国
に
し
て
歴
史
上
徳
川
封
建
時
代
を
前
期
と
す
る
か
ら
に
は
、
如
何
に
変
換
代
謝
を
経
た
り
と
は
云
へ
、
其
間
豈
旧
物
の
遺
存
す
る
者

な
か
ら
む
や
、
况
や
系
統
を
追
ふ
て
尋
繹
せ
は
、
沿
革
推
移
の
際
、
或
は
多
く
外
よ
り
将
来
せ
る
あ
る
も
、
内
よ
り
生
長
発
育
せ
る
者
亦
少
か
ら
さ

る
を
や
礦

右
記
に
は
明
治
期
を
「
徳
川
封
建
」
期
と
連
続
し
た
時
代
と
し
て
理
解
し
て
い
る
吉
田
の
見
解
が
窺
え
る
。
つ
ま
り
吉
田
は
同
時
代
に
遺

る
問
題
と
し
て
、
江
戸
時
代
の
そ
れ
を
検
討
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
菅
沼
や
福
地
、
あ
る
い
は
後
に
国
史
学
者
ら
に
よ
っ
て
論

議
さ
れ
る
「
鎖
国
得
失
論
」砠
の
よ
う
な
、
近
代
化
の
肯
定
を
前
提
と
し
た
上
で
、
江
戸
時
代
を
克
服
す
べ
き
「
他
者
」
と
見
做
す
眼
差

し
は
不
在
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
吉
田
に
と
っ
て
の
江
戸
時
代
と
は
、
同
時
代
の
「
他
者
」
と
し
て
い
ま
だ
完
全
に
訣
別
で
き
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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三
「
明
治
年
間
の
鎖
国
論
」
に
見
る
徳
富
蘇
峰
の
「
鎖
国
論
」

│
│
「
鎖
国
得
失
論
」
と
い
う
言
説
│
│

前
章
で
確
認
し
た
明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
歴
史
観
や
「
鎖
国
論
」
の
揺
れ
は
、
こ
の
時
期
に
急
展
開
す
る
徳
富
蘇
峰
と
い
う
一
人
の

人
物
の
「
鎖
国
論
」
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
。

蘇
峰
は
民
友
社
を
創
立
し
『
国
民
之
友
』
や
『
国
民
新
聞
』
を
発
刊
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
周
知
さ
れ
て
い
る
。
蘇
峰
は
日
清

戦
争
開
戦
前
後
を
境
に
平
民
主
義
、
平
民
的
欧
化
主
義
か
ら
国
家
膨
張
主
義
的
論
調
を
唱
え
た
人
物
で
、
特
に
日
清
戦
争
以
降
の
発
言
が

取
り
上
げ
ら
れ
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
評
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
礪
。
そ
の
た
め
か
、
そ
の
「
鎖
国
論
」
に
つ
い
て
は
、『
近
世
日
本

国
民
史
』
の
冒
頭
に
記
さ
れ
た
左
記
の
象
徴
的
な
文
章
が
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
硅
、
こ
れ
ま
で
「
鎖
国
損
害
論
」
者
と
し
て
の
み
語
ら
れ

て
き
た
。

れ
い
か
う

み
の
む
し

を
は

徳
川
幕
府
が
鎖
国
の
国
策
を
、
徹
底
的
に
励
行
し
た
る
結
果
、
日
本
国
民
は
、
全
く
蓑
虫
と
成
り
了
つ
た
。
而
し
て
此
の
蓑
虫
が
、
袋
か
ら
首
を
出

り
つ
す
ゐ

し
て
、
周
辺
を
見
廻
は
す
時
に
は
、
最
早
世
界
の
何
処
に
も
、
殆
ど
立
錐
の
地
は
無
か
つ
た
碎

加
え
て
、
以
下
か
ら
明
白
な
よ
う
に
、
確
か
に
こ
の
時
期
の
蘇
峰
は
過
去
に
断
行
さ
れ
た
「
鎖
国
」
政
策
を
、
国
家
の
膨
張
を
妨
げ
た
要

因
と
し
て
捉
え
て
い
た
。

明
治
二
十
年
代
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論
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様
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お
び
た
だ

南
北
朝
よ
り
応
仁
の
大
乱
を
経
て
、
日
本
人
の
海
外
に
出
づ
る
も
の
、
実
に
夥
し
か
つ
た
。﹇
…
﹈
元
亀
・
天
正
の
海
外
貿
易
と
な
り
、
更
ら
に
慶

長
・
元
和
の
御
朱
印
船
と
な
つ
て
、
東
洋
の
各
地
に
大
和
民
族
の
居
留
地
や
、
市
町
や
、
植
民
地
を
見
出
し
た
。
若
し
之
を
自
然
の
発
展
に
一
任
し

お
そ
れ

た
ら
ば
、
今
日
の
日
本
は
、
必
ず
し
も
領
土
の
狭
き
に
困
殺
せ
ら
る
ゝ
虞
は
無
か
つ
た
で
あ
ら
う
硴

た
だ
し
、
日
清
戦
争
開
戦
以
前
か
ら
『
近
世
日
本
国
民
史
』
を
脱
稿
す
る
時
期
ま
で
蘇
峰
の
論
調
が
一
貫
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
よ

っ
て
平
民
的
欧
化
主
義
を
唱
え
て
い
た
時
期
の
蘇
峰
の
「
鎖
国
論
」
を
追
究
す
る
こ
と
は
、
今
ま
で
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
蘇
峰
の
「
鎖
国

論
」
に
新
た
な
光
を
照
射
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ
に
明
治
二
十
年
代
の
「
鎖
国
論
」
の
多
様
性
を
確
認
す
る
作
業
と
も
な
ろ
う
。
以

下
、『
国
民
之
友
』
誌
上
に
発
表
さ
れ
た
蘇
峰
「
明
治
年
間
の
鎖
国
論
碆
」
を
検
討
す
る
。

こ
の
論
文
は
菅
沼
貞
風
『
大
日
本
商
業
史
』
の
刊
行
と
同
年
の
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
に
発
表
さ
れ
、
さ
ら
に
二
年
後
の
明
治
二

四
年
（
一
八
九
一
）
六
月
、『
進
歩
乎
退
歩
乎
』硼
と
題
さ
れ
た
冊
子
に
再
収
録
さ
れ
た
。
そ
の
冊
子
の
序
文
に
は
「
進
歩
か
退
歩
か
、
日
本

国
民
は
、
進
歩
す
可
き
耶
、
退
歩
す
可
き
耶
、
敢
て
充
分
と
云
は
ず
、
然
れ
ど
も
幾
分
か
、
此
小
冊
子
は
、
此
疑
問
に
対
し
て
、
解
釋
を

與
ふ
べ
き
を
信
碚
」
と
、
そ
の
出
版
趣
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、「
明
治
年
間
の
鎖
国
論
」
で
は
次
の
よ
う
な
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

ヒ
ユ
マ
ニ
チ
ー

進�

歩�

の�

社�

会�

の�

通�

則�

た�

る�

を�

知�

り�

、
道
心
の�

人�

類�

の�

基�

本�

た�

る�

を�

知�

ら�

は�

、
我�

か�

国�

民�

は�

宜�

し�

く�

其�

の�

全�

力�

を�

尽�

し�

、
汲�

�々

と�

し�

て�

其�

の�

野�

蛮�

の�

陋�

習�

を�

去�

り�

て�

文�

明�

の�

化�

に�

向�

ひ�

、
以�

て�

其�

の�

進�

歩�

と�

多�

福�

と�

を�

求�

め�

さ�

る�

へ�

か�

ら�

す�

、
復�

た�

何�

の�

遑�

あ�

り�

て�

か�

鎖�

国�

的�

の�

精�

神�

を�

容�

れ�

ん�

や�

碌

蓋�

し�

鎖�

国�

的�

の�

精�

神�

に�

拠�

て�

皷�

動�

せ�

ら�

れ�

た�

る�

な�

り�

、
鎖�

国�

論�

の�

繁�

昌�

し�

た�

る�

は�

、
嘉�

永�

安�

政�

の�

年�

代�

な�

り�

き�

、
誰�

れ�

か�

識�

ら�

ん�

や�

鎖�

国�

論�

の�

精�

神�

は�

其�

形�

を�

変�

し�

て�

、
尚�

ほ�

明�

治�

二�

十�

二�

年�

の�

世�

界�

に�

飛�

揚�

跋�

扈�

し�

来�

ら�

ん�

と�

は�

碣

明
治
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蘇
峰
は
「
鎖
国
的
の
精
神
」
を
「
野
蛮
の
陋
習
」
で
非
「
文
明
」、
非
「
進
歩
」、
非
「
多
福
」
的
な
も
の
と
見
做
し
、
批
判
を
展
開
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
蘇
峰
に
と
っ
て
そ
れ
は
過
去
の
遺
物
な
ど
で
は
な
く
、
い
ま
だ
「
明
治
二
十
二
年
の
世

界
に
飛
揚
跋
扈
し
」
て
い
る
問
題
で
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
で
は
、
具
体
的
に
「
鎖
国
的
の
精
神
」
は
同
時
代
に
ど
の
よ
う
な
問
題
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
の
か
。
以
下
、
長
く
な
る
が
引
用
す
る
。

彼
等
﹇＝

鎖
国
論
者
﹈
の
言
を
聴
け
は
甚
た
忠
愛
な
る
か
如
き
も
の
あ
り
、
彼
等
の
声
を
聞
け
は
実
に
熱
心
な
る
か
如
き
も
の
あ
り
、
彼
等
は
尊
王

心
と
愛
国
心
と
を
以
て
、
恰
も
自
家
の
専
売
特
許
物
の
如
く
に
心
得
、
彼
等
の
同
列
に
あ
ら
さ
る
も
の
は
、
尊
王
の
心
な
く
、
愛
国
の
心
な
き
も
の

と
見
做
し
、
彼
等
あ
る
か
為
め
に
、
一
髪
千
鈞
を
繋
く
の
危
急
存
亡
な
る
日
本
も
、
僅
に
尊
王
心
と
愛
国
心
の
余
命
を
維
持
す
る
こ
と
を
得
る
も
の

と
な
し
、
曰
く
皇
室
を
無
窮
に
存
せ
ん
と
欲
せ
は
、
仏
教
を
保
存
せ
さ
る
へ
か
ら
す
、
神
道
を
保
存
せ
さ
る
へ
か
ら
す
、
儒
教
的
の
精
神
を
保
存
せ

さ
る
へ
か
ら
す
、
国
体
を
毀
く
る
な
か
ら
ん
と
欲
せ
は
、
漫
り
に
外
国
の
文
物
制
度
を
輸
入
す
へ
か
ら
す
と
、
其
の
謂
ふ
所
千
差
万
端
な
り
、
自
家

撞
着
な
り
、
甚�

し�

き�

に�

至�

つ�

て�

は�

泰�

西�

の�

学�

説�

を�

輸�

入�

す�

へ�

か�

ら�

す�

と�

し�

て�

排�

撃�

す�

る�

に�

、
己�

れ�

自�

か�

ら�

泰�

西�

の�

学�

説�

を�

仮�

り�

来�

つ�

て�

排�

撃�

す�

る�

も�

の�

あ�

り�

、
是
れ
所
謂
火
を
以
て
火
を
救
ふ
の
類
に
し
て
、
殆
ん
と
驚
く
へ
き
に
堪
へ
た
り
と
雖
も
、
彼�

等�

か�

自�

己�

の�

領�

分�

の�

漸�

や�

く�

縮�

ま�

る�

に�

狼�

狽�

し�

、
自�

己�

の�

命�

脉�

の�

漸�

く�

迫�

ま�

る�

に�

周�

章�

し�

、
此�

に�

於�

て�

か�

尊�

王�

と�

愛�

国�

と�

│
│
帝�

室�

と�

国�

家�

と�

を�

以�

て�

自�

己�

の�

隠�

れ�

家�

と�

な�

し�

、
其�

の�

大�

翼�

の�

下�

に�

自�

己�

の�

生�

存�

を�

託�

せ�

ん�

と�

す�

る�

も�

の�

�ヽ

如�

し�

碵

こ
の
よ
う
な
利
己
主
義
的
な
鎖
国
論
（
者
）
が
跋
扈
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
蘇
峰
の
理
解
し
て
い
る

「
鎖
国
的
の
精
神
」
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
明
ら
か
で
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
蘇
峰
は
「
此
の
国
民
を
し
て
進
歩
の
民
た
り
、
文
明
の
民
た

ら
し
め
ん
と
せ
は
、
少
し
く
其
の
度
量
を
濶
大
な
ら
し
め
せ
さ
る
へ
か
ら
す
│
│
彼
の
所
謂
鎖
国
的
の
精
神
を
し
し
、
擲
却
せ
さ
る
へ
か

ら
ず
碪
」
と
高
ら
か
に
声
を
挙
げ
、「
鎖
国
的
の
精
神
」
の
説
明
を
展
開
す
る
。

明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
「
鎖
国
論
」
の
多
様
性
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マ

マ

何
を
か
鎖
国
的
の
精
神
と
謂
ふ
、
曰�

く�

他�

人�

を�

敵�

と�

す�

る�

の�

精�

神�

な�

り�

、
自�

ら�

株
守
せ�

ん�

と�

す�

る�

の�

精�

神�

な�

り�

、
此
の
精
神
た
る
や
、
三
百
年
来
の

タ
イ
ム

ス
ペ
ー
ス

時
間
と
、
三
百
余
藩
の
空
間
と
に
由
て
養
成
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
詮
し
来
た
れ
は
吾
、
彼
を
殺
す
能
は
す
ん
は
、
彼
必
ら
す
吾
を
殺
さ
ん
と

謂
ふ
の
一
義
に
外
な
ら
す
碯

マ

マ

つ
ま
り
蘇
峰
の
言
う
「
鎖
国
的
の
精
神
」
と
は
「
他
人
を
敵
と
す
る
の
精
神
」
で
あ
り
、「
自
ら
株
守
せ
ん
と
す
る
の
精
神
」
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
こ
の
精
神
が
一
層
激
化
す
る
と
、
ま
す
ま
す
他
者
へ
の
敵
視
と
、
自
己
の
保
守
が
一
層
激
化
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
唯
た
之
を
敷
衍
し
て
、
其
の
疎
大
な
る
も
の
は
、
朝
鮮
征
伐
論
と
な
り
、
支
那
侵
略
論
と
な
り
、
中
央
亜
細
亜
に
新
帝
国
を
建
つ
る
の
論
と
な

る
、
疎
大
の
論
毫
も
人
を
服
す
る
の
価
値
な
し
、
其
の
細
心
な
る
も
の
は
、
外
品
禁
遏
論
と
な
り
、
外
教
排
撃
論
と
な
り
、
所
謂
国
粋
保
存
主
義
と

な
り
、
所
謂
尊
皇
奉
仏
大
同
団
と
な
り
、
所
謂
新
保
守
の
意
見
と
な
れ
り
磑

「
鎖
国
的
の
精
神
」
が
極
限
ま
で
行
く
と
、「
朝
鮮
征
伐
論
」、「
支
那
侵
略
論
」、「
外
品
禁
遏
論
」、「
外
教
排
撃
論
」、「
国
粋
保
存
主

義
」、「
尊
皇
奉
仏
大
同
団
」、「
新
保
守
の
意
見
」
と
な
る
と
警
告
を
発
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
後
に
『
近
世
日
本
国
民
史
』
で
国
家
膨
張

主
義
の
障
害
と
な
っ
た
要
因
と
し
て
「
鎖
国
」
を
理
解
し
て
い
る
蘇
峰
の
姿
は
微
塵
も
無
い
。

確
か
に
「
明
治
年
間
の
鎖
国
論
」
に
お
い
て
、
蘇
峰
は
「
鎖
国
」
に
否
定
的
な
発
言
を
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
同
時
代
を
江
戸
の
継

続
し
た
時
代
と
捉
え
、
そ
こ
に
遺
り
続
け
る
旧
弊
「
鎖
国
主
義
の
精
神
」、
す
な
わ
ち
西
洋
の
知
識
・
文
物
に
対
す
る
排
除
的
姿
勢
を
批

判
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
外
国
を
敵
視
し
た
り
、
侵
略
し
た
り
す
る
よ
う
な
排
外
的
且
つ
植
民
地
主
義
的
発
想
は
全
く
不
在
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
後
に
『
近
世
日
本
国
民
史
』
で
行
っ
た
「
鎖
国
」
批
判
と
は
、
そ
の
批
判
の
理
由
、
在
り
方
が
全
く
異
な
る
の
で
あ

る
。
蘇
峰
「
明
治
年
間
の
鎖
国
論
」
は
、
近
代
化
の
肯
定
を
前
提
と
し
て
「
他
者
」
と
し
て
の
江
戸
時
代
に
評
価
を
下
し
た
「
鎖
国
得
失

明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
「
鎖
国
論
」
の
多
様
性
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論
」
と
は
そ
の
趣
を
全
く
異
に
し
て
お
り
、
こ
こ
に
明
治
二
十
年
代
の
「
鎖
国
論
」
の
多
様
性
が
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
蘇
峰
は
日
清
戦
争
開
戦
前
後
を
境
と
し
て
明
治
二
十
年
代
後
半
に
は
国
家
膨
張
主
義
的
論
調
に
傾
き
、
明
治
二
六
年

（
一
八
九
三
）
一
二
月
に
発
表
さ
れ
た
伝
記
小
説
『
吉
田
松
陰
』磆
に
お
い
て
、「
寛
永
の
鎖
国
令
こ
そ
千
秋
の
遺
憾
な
れ
。
若
し
此
事
た
に

な
く
は
、
我
が
国
民
は
南
洋
群
島
よ
り
、
支
那
、
印
度
洋
に
�
ひ
、
太
平
洋
の
両
岸
に
、
其
の
版
図
を
開
き
し
も
の
そ
れ
幾
何
ぞ
磋
」
と

評
す
る
ま
で
に
な
る
。
こ
の
姿
勢
の
急
転
も
ま
た
、
こ
の
時
期
の
「
鎖
国
論
」
の
多
様
性
を
示
し
て
い
る
。

お

わ

り

に

以
上
、
徳
富
蘇
峰
「
明
治
年
間
の
鎖
国
論
」
を
中
心
に
、
明
治
二
十
年
代
、
特
に
日
清
戦
争
以
前
に
成
さ
れ
た
複
数
の
「
鎖
国
論
」
を

見
て
き
た
。
こ
の
時
期
の
諸
論
に
お
い
て
「
鎖
国
」
は
、「
政
略
」、「
時
代
」、「
政
策
」、「
主
義
」、「
精
神
」
な
ど
と
多
様
な
捉
え
方
が

為
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
基
本
的
に
克
服
さ
れ
る
べ
き
非
文
明
的
、
非
進
歩
的
な
も
の
と
了
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
共
通
し
て

い
た
。
た
だ
し
、
蘇
峰
「
明
治
年
間
の
鎖
国
論
」
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
同
時
代
を
江
戸
の
継
続
し
た
時
代
と
見
做
し
、
そ
こ
に
遺
り

続
け
る
解
決
す
べ
き
問
題
と
し
て
「
鎖
国
」
批
判
を
加
え
る
際
に
は
、
し
ば
し
ば
「
主
義
」
や
「
精
神
」
と
表
現
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、「
鎖
国
」
時
代
を
日
本
の
近
代
化
に
と
っ
て
必
要
な
時
期
で
あ
っ
た
と
説
い
た
京
都
帝
国
大
学
国
史
科
教
授
内
田
銀
藏

の
登
場
以
前
か
ら
既
に
、
平
和
、
内
地
産
業
の
発
展
な
ら
び
に
国
内
海
運
の
発
達
な
ど
の
観
点
か
ら
、「
鎖
国
」
時
代
が
も
た
ら
し
た
利

益
面
を
見
出
す
議
論
も
あ
っ
た
磔
。

そ
も
そ
も
明
治
二
十
年
代
、
特
に
日
清
戦
争
以
前
の
帝
国
日
本
は
、
近
代
化
の
推
進
と
旧
体
制
側
の
反
動
勢
力
と
い
う
鐚
藤
を
抱
え
て

い
た
。
維
新
以
降
「
脱
亜
」
と
「
対
等
条
約
」
の
締
結
を
目
指
し
、
富
国
強
兵
政
策
に
も
着
手
し
て
い
る
も
の
の
な
か
な
か
進
む
べ
き
方

向
が
定
ま
ら
ず
、
一
方
で
旧
体
制
の
残
滓
も
色
濃
く
残
り
、
相
変
わ
ら
ず
「
鎖
国
攘
夷
」
論
を
唱
え
る
反
動
勢
力
が
依
然
と
し
て
多
く
存

明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
「
鎖
国
論
」
の
多
様
性
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在
し
て
い
た
碾
。
こ
の
時
期
の
帝
国
日
本
は
い
ま
だ
不
安
定
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
し
か
持
ち
得
ず
、
そ
れ
ら
と
相
俟
っ
て
こ
の
時
期
の

「
鎖
国
論
」
は
多
様
な
展
開
を
見
せ
た
の
で
あ
る
碼
。

し
か
し
、
日
清
、
日
露
戦
争
の
勝
利
、
欧
米
諸
国
と
の
対
等
条
約
の
締
結
な
ど
を
契
機
と
し
て
帝
国
主
義
を
よ
り
本
格
的
に
推
進
し
て

い
く
時
代
に
入
る
と
、
明
確
に
江
戸
時
代
を
「
他
者
」
と
し
て
切
り
離
し
評
価
を
加
え
始
め
る
歴
史
観
が
主
流
と
な
っ
て
い
っ
た
。
史
論

書
、
新
聞
、
雑
誌
、
国
史
学
研
究
に
お
け
る
の
み
な
ら
ず
、
国
民
の
歴
史
像
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
尋
常
小
学
校
の
歴
史
教
科
書

に
も
そ
の
よ
う
な
「
鎖
国
」
像
が
徐
々
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
少
な
く
と
も
日
露
戦
争
勃
発
と
同
年
の
明
治
三
七
年

（
一
九
〇
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
第
一
期
国
定
歴
史
教
科
書
に
確
認
で
き
、
以
降
、
戦
後
に
上
梓
さ
れ
た
第
七
期
国
定
教
科
書
ま
で
、
基
本
的

に
大
き
く
変
わ
る
こ
と
な
く
、
克
服
す
べ
き
非
文
明
的
な
時
代
で
あ
っ
た
と
す
る
「
鎖
国
」
の
世
が
描
か
れ
た
磅
。

こ
こ
に
お
い
て
、
明
治
二
十
年
代
に
存
在
し
た
多
様
な
「
鎖
国
論
」
は
、
そ
の
後
明
治
末
年
頃
か
ら
次
第
に
歴
史
教
科
書
を
通
じ
て

「
鎖
国
得
失
論
」
に
一
本
化
し
、
一
つ
の
言
説
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
歴
史
的
過
程
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
江
戸
時
代
を
「
他
者
」

と
し
て
訣
別
し
た
帝
国
日
本
は
、
今
度
は
東
ア
ジ
ア
に
同
様
の
視
線
を
向
け
て
い
く
。

朝
鮮
史
家
菊
池
謙
譲
（
一
八
七
〇
〜
一
九
五
三
）
に
よ
る
『
朝
鮮
最
近
外
交
史

大
院
君
伝

付
王
妃
の
一
生
』磊
（
一
九
一
〇
）
は
、
帝

国
日
本
の
版
図
に
組
み
込
ま
れ
た
京
城
で
刊
行
さ
れ
た
歴
史
書
で
あ
る
。
そ
の
一
説
「
鎖
国
政
策
と
其
失
敗
」
に
は
、
李
氏
朝
鮮
の
大
院

君
（
一
八
二
〇
〜
一
八
九
八
）
が
天
主
教
徒
の
弾
圧
な
ど
数
々
の
国
内
政
策
や
排
外
的
政
策
を
行
な
っ
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、

そ
の
体
制
を
経
て
「
開
国
」
に
至
る
こ
と
に
な
っ
た
朝
鮮
は
次
の
よ
う
に
評
さ
れ
て
い
る
。

大
院
君
去
り
て
鎖
国
も
破
る
、
日
本
と
修
好
の
約
を
締
結
し
て
よ
り
世
界
と
の
交
約
も
亦
成
る
、
而
し
て
国
勢
益
〃
衰
へ
て
民
力
益
〃
疲
弊
し
、
口

舌
と
文
書
と
を
以
て
立
国
の
基
と
為
す
に
至
る
、
若
し
彼
は
企
図
せ
る
が
如
き
雄
大
な
る
気
象
と
強
烈
な
る
信
念
と
を
以
て
開
国
の
業
を
謀
る
も
の

明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
「
鎖
国
論
」
の
多
様
性
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あ
ら
し
め
ば
、
蓋
亦
朝
鮮
の
運
命
も
今
日
の
如
く
に
至
ら
ざ
り
し
な
る
べ
し
磬

帝
国
日
本
は
、
江
戸
時
代
に
対
す
る
の
と
同
様
に
、
朝
鮮
に
非
文
明
の
表
象
で
あ
る
「
鎖
国
」
概
念
を
付
与
し
て
い
っ
た
磧
。
そ
し
て

そ
れ
は
〈
事
実
〉
と
し
て
歴
史
書
、
歴
史
研
究
な
ら
び
に
歴
史
教
科
書
に
刻
印
さ
れ
た
の
で
あ
る
磚
。

註
盧

筆
者
は
こ
れ
ま
で
「
鎖
国
」
を
志
筑
忠
雄
訳
『
鎖
国
論
』
を
起
点
と
す
る
言
説
と
し
て
捉
え
追
究
し
て
き
た
が
、
そ
の
結
果
、
近
代
以
前
に

「
鎖
国
」
観
は
根
付
か
ず
、
近
代
の
言
説
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。「『
異
人
恐
怖
伝
』
に
見
ら
れ
る
国
学
者
黒
沢
翁
満
の
『
鎖
国
論
』
受

容
」（『
日
本
文
芸
研
究
』
第
五
六
巻
二
号
、
二
〇
〇
四
年
）。「
十
九
世
紀
国
学
者
に
お
け
る
志
筑
忠
雄
訳
『
鎖
国
論
』
の
受
容
と
平
田
国
学
」

（『
日
本
文
芸
研
究
』
第
五
七
巻
一
号
、
二
〇
〇
五
年
）。「
近
世
後
期
日
本
に
お
け
る
志
筑
忠
雄
訳
『
鎖
国
論
』
の
受
容
」（『
洋
学
』
第
一
四

号
、
二
〇
〇
六
年
）。「
志
筑
忠
雄
訳
「
鎖
国
論
」
の
誕
生
と
そ
の
受
容
」（『
志
筑
忠
雄
没
後
二
〇
〇
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書

蘭

学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
│
│
志
筑
忠
雄
の
世
界
』、
長
崎
文
献
社
、
二
〇
〇
七
年
）。
ま
た
、
荒
野
泰
典
は
「
鎖
国
・
開
国
」（
論
）
言
説
が
、
近

代
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
深
く
関
わ
る
問
題
で
あ
る
と
近
年
説
き
始
め
て
い
る
。「
解
説
」（
山
口
啓
二
『
鎖
国
と
開
国
』
文
庫
版
、

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
三
四
二
頁
）。「
近
代
外
交
体
制
の
形
成
と
長
崎
」（『
歴
史
評
論
』
第
六
六
九
号
、
二
〇
〇
六
年
、
一
四
頁
）。
な

お
、「
鎖
国
」
が
近
代
の
言
説
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
荒
野
泰
典
「
海
禁
と
鎖
国
」（
荒
野
泰
典
、
石
井
正

敏
、
村
井
章
介
編
『
外
交
と
戦
争
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
所
収
）
が
、「
鎖
国
」
の
言
説
性
に
着
目
し
た
最
も
早
い
論
考
と
言
え

よ
う
。

盪

近
年
の
「
鎖
国
」
に
関
す
る
研
究
は
以
下
。
岩
生
成
一
『
鎖
国
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
六
年
）。
山
口
啓
二
「
日
本
の
鎖
国
」（『
岩
波
講
座

世
界
歴
史
』
近
代
３
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
所
収
）。
朝
尾
直
弘
「
鎖
国
制
の
成
立
」（『
講
座
日
本
史
』
４
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一

九
七
〇
年
所
収
）。
同
『
鎖
国
』（
小
学
館
、
一
九
七
五
年
）。
加
藤
榮
一
、
山
田
忠
雄
『
鎖
国
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
一
年
）。
荒
野
泰
典
『
近

世
日
本
と
東
ア
ジ
ア
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
）。
山
本
博
文
『
寛
永
時
代
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）。R

onald
P

.
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）。
前
掲
荒
野
泰
典
「
海
禁
と
鎖
国
」。
太
田
勝
也
『
鎖
国
時
代
長
崎
貿
易
史
の
研
究
』（
思
文
閣
、
一
九
九
二
年
）。
山
口
啓
二
『
鎖
国
と

明
治
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年
代
に
お
け
る
「
鎖
国
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」
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性
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開
国
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）。
加
藤
榮
一
『
幕
藩
制
国
家
の
形
成
と
外
国
貿
易
』（
校
倉
書
房
、
一
九
九
三
年
）。
荒
野
泰
典
「
東
ア
ジ

ア
の
な
か
の
日
本
開
国
」（
田
中
彰
編
『
明
治
維
新
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
所
収
）。
永
積
洋
子
編
『「
鎖
国
」
を
見
直
す
』（
山
川
出

版
社
、
一
九
九
五
年
）。
山
本
博
文
『
鎖
国
と
海
禁
の
時
代
』（
校
倉
書
房
、
一
九
九
五
年
）。
藤
野
保
編
『
対
外
関
係
と
鎖
国
』（
雄
山
閣
出

版
、
一
九
九
五
年
）。
紙
屋
敦
之
『
大
君
外
交
と
東
ア
ジ
ア
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
）。
川
勝
平
太
編
『「
鎖
国
」
を
開
く
』（
同
文

館
、
二
〇
〇
〇
年
）。
荒
野
泰
典
編
『
江
戸
幕
府
と
東
ア
ジ
ア
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）。
同
『「
鎖
国
」
を
見
直
す
』（
か
わ
さ
き
市

民
ア
カ
デ
ミ
ー
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）。
武
田
万
里
子
『
鎖
国
と
国
境
の
成
立
』（
同
成
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
池
内
敏
『
大
君
外
交
と
「
武

威
」』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
。
荒
野
泰
典
は
、
近
世
期
を
「
海
禁
」
政
策
と
東
ア
ジ
ア
の
華
夷
秩
序
と
に
よ
っ
て
捉
え

な
お
す
こ
と
を
主
唱
し
、
現
在
有
力
で
あ
る
。

蘯

底
本
は
菅
沼
貞
風
『
大
日
本
商
業
史

付
平
戸
貿
易
史
』
再
版
（
東
邦
協
會
、
一
八
九
二
年
）
を
用
い
た
。

盻

対
外
関
係
研
究
史
の
展
望
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
考
が
あ
る
。
高
橋
�
一
「
鎖
国
論
は
ど
こ
へ
行
く
│
│
今
ま
で
歴
史
家
は
鎖
国
を
ど
う
見
て

き
た
か
│
│
」（『
洋
学
思
想
史
論
』、
新
日
本
出
版
社
、
一
九
七
二
年
、
二
七
一
〜
二
九
四
頁
所
収
。
初
出
は
一
九
四
〇
年
）。
進
士
慶
幹
「
鎖

国
に
つ
い
て
」（『
歴
史
学
研
究
』
第
一
五
七
号
、
一
九
五
二
年
）。
岩
生
成
一
『
鎖
国
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
六
年
、
四
六
二
〜
四
六
四

頁
）。
藤
野
保
「
対
外
関
係
史
と
九
州
│
│
そ
の
研
究
動
向
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」（
箭
内
健
次
編
『
鎖
国
日
本
と
国
際
交
流
』
上
巻
、
吉
川
弘
文

館
、
一
九
八
八
年
所
収
）。
永
積
洋
子
「「
鎖
国
」
に
か
ん
す
る
最
近
の
研
究
」（『
歴
史
と
地
理
』、
一
九
八
九
年
所
収
）。
加
藤
榮
一
「
鎖
国
論

の
現
段
階
│
│
近
世
初
期
対
外
関
係
史
の
研
究
動
向
│
│
」（
前
掲
『
幕
藩
制
国
家
の
形
成
と
外
国
貿
易
』
所
収
）。
田
中
健
夫
『
対
外
関
係
史

研
究
の
あ
ゆ
み
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）。
紙
屋
敦
之
・
木
村
直
也
「
総
説
・
海
禁
と
鎖
国
」（
紙
屋
敦
之
・
木
村
直
也
編
『
海
禁
と

鎖
国
』、
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
四
年
所
収
）
な
ど
。

眈

拙
稿
「
明
治
期
に
お
け
る
「
鎖
国
論
」
の
諸
相
│
│
『
新
朝
野
新
聞
』
連
載
記
事
「
鎖
国
始
末
」
を
題
材
に
│
│
」（『
日
本
歴
史
』
第
七
一
七

号
、
二
〇
〇
八
年
）。

眇

な
お
、
幕
閣
の
中
で
「
鎖
国
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
た
初
出
に
つ
い
て
は
、
一
八
五
三
年
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
荒
野
泰
典
「
海
禁

と
鎖
国
」（
二
一
二
〜
二
一
三
頁
）。

眄

荻
田
嘯
輯
『
新
令
字
解
』（
個
人
蔵
本
を
使
用
。
木
版
、
横
本
、
全
二
七
丁
、
慶
應
四
年
﹇
一
八
六
八
﹈
上
梓
、
大
野
木
市
兵
衛
﹇
大
坂
﹈、
松

村
九
兵
衛
﹇
大
坂
﹈、
柳
原
喜
兵
衛
﹇
大
坂
﹈、﹇
利
長
蔵
﹈
と
の
墨
書
あ
り
。
凡
例
一
丁
表
〜
裏
）。
な
お
、
引
用
文
は
各
引
用
文
の
底
本
の
表

明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
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鎖
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多
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記
を
で
き
る
だ
け
反
映
し
た
形
で
記
す
が
、
旧
字
に
つ
い
て
は
常
用
漢
字
に
改
め
、
文
章
の
上
に
付
さ
れ
た
傍
点
は
傍
点
で
、
丸
は
丸
点
で
示

し
た
。
ま
た
、﹇

﹈
内
の
記
述
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
。

眩
『
新
令
字
解
』、
一
七
丁
裏
。

眤

大
槻
文
彦
『
言
海
』（
秀
英
舎
、
東
京
、
一
八
八
九
〜
一
九
九
一
年
、
三
九
六
頁
）。

眞

底
本
は
福
沢
諭
吉
『
学
問
の
す
ゝ
め
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
第
六
九
刷
）
を
用
い
た
。

眥

前
掲
福
沢
諭
吉
『
学
問
の
す
ゝ
め
』（
一
七
頁
）。

眦

前
掲
福
沢
諭
吉
『
学
問
の
す
ゝ
め
』（
三
二
頁
）。

眛

そ
の
他
『
文
明
論
之
概
略
』（
一
八
七
五
）
な
ど
に
も
福
澤
の
「
鎖
国
」
観
が
窺
え
る
。
前
掲
拙
稿
「
志
筑
忠
雄
訳
「
鎖
国
論
」
の
誕
生
と
そ

の
受
容
」、
一
一
七
頁
。

眷

杉
亨
二
「
想
像
鎖
国
説
」（『
明
六
雜
誌
』
第
三
四
号
、
一
八
七
五
年
四
月
刊
﹇
同
年
三
月
一
六
日
演
説
﹈）。

眸

前
掲
杉
亨
二
「
想
像
鎖
国
説
」（
四
丁
表
〜
裏
）。

睇

前
掲
杉
亨
二
「
想
像
鎖
国
説
」（
一
丁
裏
〜
二
丁
表
）。

睚

尾
崎
行
雄
纂
修
『
續
公
會
演
説
法

全
』（
丸
屋
善
七
、
一
八
七
九
年
九
月
）。

睨

前
掲
尾
崎
行
雄
纂
修
『
續
公
會
演
説
法

全
』（
緒
言
一
頁
）。

睫

底
本
は
藤
田
茂
吉
『
文
明
東
漸
史
』（
聚
芳
閣
、
一
九
二
六
年
）
を
用
い
た
。

睛

前
掲
藤
田
茂
吉
『
文
明
東
漸
史
』（
一
頁
）。

睥

前
掲
藤
田
茂
吉
『
文
明
東
漸
史
』（
凡
例
七
頁
）。

睿

荻
原
文
吉
『
や
ま
と
民
族
』（
長
野
県
岩
村
田
町
活
版
所
、
一
八
九
四
年
六
月
）。

睾

前
掲
荻
原
文
吉
『
や
ま
と
民
族
』（
八
〜
九
頁
）。

睹
『
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
』
第
七
巻
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
、
二
五
一
頁
）。

瞎

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
荒
野
泰
典
の
日
本
国
際
政
治
学
会
で
の
報
告
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
近
世
的
秩
序
│
│
「
鎖
国
」
論
か
ら
近
世
東
ア
ジ

ア
「
国
際
関
係
」
論
へ
│
│
」（
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
一
五
日
報
告
、http

://w
w

w
soc.nii.ac.jp/jair/2006

bukai/05−
arano.pdf、

二
〇
〇
七
年

八
月
一
日
取
得
）、
な
ら
び
に
「
長
崎
大
学
「
オ
ラ
ン
ダ
の
言
語
と
文
化
」
科
目
設
立
記
念
ラ
イ
デ
ン
大
学
日
本
語
学
科
設
立
一
五
〇
年
記
念

明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
「
鎖
国
論
」
の
多
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性
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国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
お
け
る
筆
者
の
報
告
「
志
筑
忠
雄
訳
「
鎖
国
論
」
の
誕
生
と
そ
の
受
容
」（
二
〇
〇
六
年
一
一
月
、
後
に
同
名
で
前

掲
拙
稿
と
し
て
刊
行
）
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
共
に
具
体
的
な
史
料
を
多
数
挙
げ
て
論
じ
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
検
証
を

行
っ
た
。

瞋

小
木
曽
旭
晃
『
地
方
文
芸
史
』（
教
育
新
聞
発
行
所
、
岐
阜
、
一
九
一
〇
年
、
一
〇
五
〜
一
二
六
頁
）。

瞑

前
掲
小
木
曽
旭
晃
『
地
方
文
芸
史
』（
一
一
三
頁
）。

瞠

本
書
は
『
国
民
之
友
』
に
連
載
さ
れ
た
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
四
月
か
ら
翌
二
五
年
一
一
月
ま
で
の
三
五
回
の
記
事
を
補
訂
し
て
な
さ
れ

た
。
福
地
源
一
郎
『
幕
府
衰
亡
論
』（
民
友
社
、
一
八
九
二
年
）。

瞞

底
本
は
徳
富
蘇
峰
『
近
世
日
本
国
民
史
』
第
一
四
巻
（
近
世
日
本
国
民
史
刊
行
會
、
一
九
六
五
年
第
二
刷
）
を
用
い
た
。

瞰

近
年
刊
行
さ
れ
た
前
掲
紙
屋
敦
之
・
木
村
直
也
「
総
説
・
海
禁
と
鎖
国
」
に
至
っ
て
も
こ
の
図
式
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

瞶

考
証
学
的
手
法
を
も
っ
て
、
当
代
で
あ
る
明
治
政
府
の
対
外
関
係
の
在
り
方
を
否
定
し
、「
鎖
国
」
時
代
に
戻
す
こ
と
を
提
唱
し
た
研
究
で
あ

る
。
近
代
の
肯
定
を
前
提
と
し
た
「
鎖
国
得
失
論
」
と
は
大
き
く
異
な
る
。
前
掲
拙
稿
「
明
治
期
に
お
け
る
「
鎖
国
論
」
の
諸
相
│
│
『
新
朝

野
新
聞
』
連
載
記
事
「
鎖
国
始
末
」
を
題
材
に
│
│
」。

瞹

前
掲
菅
沼
貞
風
『
大
日
本
商
業
史

付
平
戸
貿
易
史
』（
一
五
頁
）。

瞿

前
掲
菅
沼
貞
風
『
大
日
本
商
業
史

付
平
戸
貿
易
史
』（
六
三
一
〜
六
三
二
頁
）。

瞼

坪
谷
善
四
郎
『
日
本
海
運
論

全
』（
博
文
舘
、
一
八
九
四
年
四
月
）。

瞽

前
掲
坪
谷
善
四
郎
『
日
本
海
運
論

全
』（
三
五
頁
）。

瞻

前
掲
坪
谷
善
四
郎
『
日
本
海
運
論

全
』（
五
五
頁
）。

矇

前
掲
坪
谷
善
四
郎
『
日
本
海
運
論

全
』（
四
三
頁
）。

矍

前
掲
坪
谷
善
四
郎
『
日
本
海
運
論

全
』（
二
〇
二
〜
二
〇
三
頁
）。

矗

前
掲
坪
谷
善
四
郎
『
日
本
海
運
論

全
』（
二
〇
二
頁
）。

矚

前
掲
坪
谷
善
四
郎
『
日
本
海
運
論

全
』（
四
三
〜
四
四
頁
）。

矜

前
掲
福
地
源
一
郎
『
幕
府
衰
亡
論
』（
叙
二
頁
）。

矣

前
掲
福
地
源
一
郎
『
幕
府
衰
亡
論
』（
三
三
七
頁
）。
な
お
、『
幕
府
衰
亡
論
』
に
限
っ
て
、
文
章
に
付
さ
れ
て
い
る
種
々
の
付
点
は
丸
点
で
示

明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
「
鎖
国
論
」
の
多
様
性

一
〇
七



す
。

矮

前
掲
福
地
源
一
郎
『
幕
府
衰
亡
論
』（
三
三
七
頁
）。

矼

前
掲
福
地
源
一
郎
『
幕
府
衰
亡
論
』（
三
四
〇
頁
）。

砌

吉
田
東
伍
『
顴
川
政
鑛
考
』
上
・
下
巻
（
冨
山
房
、
一
八
九
四
年
九
月
）。

砒

前
掲
吉
田
東
伍
『
顴
川
政
鑛
考
』
下
巻
（
一
四
二
頁
）。

礦

前
掲
吉
田
東
伍
『
顴
川
政
鑛
考
』
下
巻
（
緒
言
一
頁
）。

砠

前
に
挙
げ
た
内
田
の
一
連
の
研
究
の
他
、
国
史
学
研
究
で
は
辻
善
之
助
に
よ
る
「
鎖
国
と
そ
の
得
失
」（『
海
外
交
通
史
話
』、
東
亜
堂
書
房
、

一
九
一
七
年
所
収
）。「
日
本
の
文
明
に
就
い
て
」（『
国
学
院
雑
誌
』
第
一
二
巻
二
号
、
一
九
一
六
年
所
収
）。「
鎖
国
の
得
失
」（『
開
国
文

化
』、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
二
九
年
、
七
五
〜
九
七
頁
所
収
）。
中
村
孝
也
『
江
戸
幕
府
鎖
国
史
論
』（
奉
公
会
、
一
九
一
四
年
）
な
ど
が
あ

る
。
歴
史
言
語
学
者
新
村
出
も
「
炉
火
紅
」（『
芸
文
』
第
九
年
二
号
、
一
九
一
八
年
）
と
い
う
小
論
を
記
し
て
お
り
、
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
伝

道
を
通
じ
て
、
日
露
戦
争
や
朝
鮮
人
の
帝
国
臣
民
化
を
推
進
し
た
思
想
家
海
老
名
弾
正
を
父
に
持
つ
文
学
士
海
老
名
一
雄
に
よ
る
「
徳
川
氏
の

鎖
国
政
策
に
就
て
」（『
歴
史
地
理
』
第
一
八
巻
二
号
、
一
九
一
一
年
所
収
）
と
い
う
論
文
も
あ
る
。

礪

米
原
謙
『
徳
富
蘇
峰

日
本
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
軌
跡
』（
中
央
公
論
社
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
。

硅

前
掲
高
橋
�
一
「
鎖
国
論
は
ど
こ
へ
行
く
│
│
今
ま
で
歴
史
家
は
鎖
国
を
ど
う
見
て
き
た
か
│
│
」、
前
掲
岩
生
成
一
『
鎖
国
』
な
ど
。

碎

前
掲
徳
富
蘇
峰
『
近
世
日
本
国
民
史
』
第
一
四
巻
（
自
序
一
〜
二
頁
）。

硴

前
掲
徳
富
蘇
峰
『
近
世
日
本
国
民
史
』
第
一
四
巻
（
自
序
四
頁
）。

碆

徳
富
蘇
峰
「
明
治
年
間
の
鎖
国
論
」（『
国
民
之
友
』
第
五
四
号
、
一
八
八
九
年
三
月
所
収
）。

硼

徳
富
蘇
峰
「
明
治
年
間
の
鎖
国
論
」（『
進
歩
乎
退
歩
乎
』、
民
友
社
、
一
八
九
一
年
六
月
）
所
収
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
底
本
と
し
て
用
い
る
。

碚

前
掲
『
進
歩
乎
退
歩
乎
』（
序
一
頁
）。

碌

前
掲
『
進
歩
乎
退
歩
乎
』（
四
九
頁
）。

碣

前
掲
『
進
歩
乎
退
歩
乎
』（
四
二
頁
）。

碵

前
掲
『
進
歩
乎
退
歩
乎
』（
四
三
〜
四
四
頁
）。

碪

前
掲
『
進
歩
乎
退
歩
乎
』（
四
六
頁
）。

明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
「
鎖
国
論
」
の
多
様
性
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碯

前
掲
『
進
歩
乎
退
歩
乎
』（
四
六
頁
）。

磑

前
掲
『
進
歩
乎
退
歩
乎
』（
四
六
〜
四
七
頁
）。

磆

徳
富
蘇
峰
『
吉
田
松
陰
』（
民
友
社
、
一
八
九
三
年
一
二
月
、
三
七
頁
）。
な
お
、『
吉
田
松
陰
』
に
限
っ
て
、
文
章
に
付
さ
れ
て
い
る
種
々
の

丸
は
丸
点
で
示
す
。

磋

前
掲
『
吉
田
松
陰
』（
三
七
頁
）。
荒
野
泰
典
は
「
鎖
国
」
に
「
近
代
化
や
植
民
地
獲
得
競
争
へ
の
遅
れ
の
元
凶
と
し
て
の
性
格
が
付
与
さ
れ
」

た
様
相
を
、
蘇
峰
の
「
千
秋
の
遺
憾
」
と
い
う
言
葉
に
見
て
い
る
。
前
掲
荒
野
泰
典
、
日
本
国
際
政
治
学
会
報
告
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
近
世

的
秩
序
│
│
「
鎖
国
」
論
か
ら
近
世
東
ア
ジ
ア
「
国
際
関
係
」
論
へ
│
│
」。

磔

内
田
の
研
究
と
し
て
は
、「
鎖
国
と
は
何
ぞ
や
」（
日
本
歴
史
地
理
学
会
編
『
日
本
海
上
史
論
』、
三
省
堂
書
店
、
一
九
一
一
年
、
二
八
九
〜
三

〇
九
頁
所
収
）。
明
治
四
一
年
九
月
〜
一
二
月
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
学
科
に
お
け
る
講
義
を
助
手
牧
野
信
之
助
が
筆
記
し
た
「
鎖
国
論
」

（『
内
田
銀
藏
遺
稿
全
集
』
第
三
輯
、
同
文
館
、
一
九
二
一
年
）
や
、『
近
世
の
日
本
』（
冨
山
房
、
一
九
〇
三
年
）
の
「
第
一
編

切
支
丹
近
禁

制
及
び
鎖
国
」、
な
ら
び
に
『
日
本
近
世
史
』（
冨
山
房
、
一
九
一
九
年
）
に
お
け
る
「
第
三
講

鎖
国
」
が
あ
る
。

碾

例
え
ば
、
こ
の
時
期
に
発
表
さ
れ
た
「
内
地
雑
居
」
論
争
が
四
〇
〇
以
上
に
の
ぼ
る
こ
と
に
も
そ
れ
が
窺
え
よ
う
。
鵜
浦
裕
「
進
化
論
と
内
地

雑
居
論
│
│
進
化
論
受
容
の
一
側
面
│
│
」（『
北
里
大
学
教
養
部
紀
要
』
第
二
二
号
、
一
九
八
八
年
、
八
三
〜
八
四
頁
）。
ま
た
、
こ
の
時
期

に
は
江
戸
時
代
の
回
顧
録
な
ど
も
活
発
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
旧
事
諮
問
会
『
旧
事
諮
問
録
』（
旧
事
諮
問
会
、
一
八
九

一
〜
一
八
九
二
年
）
や
、
戸
川
残
花
に
よ
っ
て
『
徳
川
武
士
銘
々
伝
』（
博
文
舘
、
一
八
九
四
年
）、『
三
百
諸
侯
』（
博
文
舘
、
一
八
九
四
〜
一

八
九
五
年
）
お
よ
び
雑
誌
『
旧
幕
府
』
全
五
巻
七
号
（
一
八
九
七
年
四
月
〜
一
九
〇
一
年
八
月
）
が
刊
行
さ
れ
る
な
ど
の
動
き
が
あ
っ
た
。

碼

修
史
事
業
に
お
い
て
も
、
い
ま
だ
前
近
代
に
関
す
る
基
本
的
史
料
の
編
纂
が
未
完
成
の
時
期
で
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、『
徳
川
十
五
代
史
』
は

明
治
二
五
〜
二
六
年
（
一
八
九
二
〜
一
八
九
三
）
に
か
け
て
出
版
さ
れ
、
前
近
代
の
基
本
史
料
と
な
る
『
国
史
大
系
』
は
明
治
三
〇
〜
三
四
年

（
一
八
九
七
〜
一
九
〇
一
）
に
か
け
て
初
編
が
刊
行
さ
れ
、『
大
日
本
史
料
』
や
『
大
日
本
古
文
書
』
は
明
治
三
四
年
か
ら
出
版
が
始
ま
っ
た
。

ま
た
、
日
本
の
百
科
全
書
と
も
言
え
る
『
古
事
類
苑
』
は
、
明
治
二
九
年
か
ら
大
正
三
年
に
か
け
て
（
一
八
九
六
〜
一
九
一
四
）
そ
の
初
編
が

刊
行
さ
れ
た
。

磅

土
屋
武
士
「
歴
史
教
育
に
お
け
る
「
鎖
国
」
概
念
の
再
検
討
│
│
「
鎖
国
」
概
念
の
形
成
と
展
開
│
│
」（『
史
潮
』
第
三
一
号
、
一
九
九
二
年

所
収
）。
土
屋
の
仕
事
は
先
駆
的
で
あ
る
が
、
国
定
期
の
み
を
分
析
対
象
と
し
て
い
る
点
に
課
題
が
残
っ
た
。
国
定
期
以
前
の
自
由
採
択
期
お

明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
「
鎖
国
論
」
の
多
様
性
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よ
び
文
部
省
検
定
期
の
歴
史
教
科
書
に
お
け
る
「
鎖
国
」
観
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
近
代
歴
史
教
科
書
に
お
け
る
『
鎖
国
』
観
」（『
洋
学
』
第

一
六
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
印
刷
予
定
）
を
参
照
。

磊

菊
池
謙
譲
『
朝
鮮
最
近
外
交
史

大
院
君
伝

付
王
妃
の
一
生
』（
日
韓
書
房
、
京
城
、
一
九
一
〇
年
一
〇
月
）。
菊
池
は
こ
れ
よ
り
早
く
朝
鮮

を
歴
史
地
理
的
に
考
察
し
た
『
朝
鮮
王
国
』（
民
友
社
、
一
八
九
六
年
）
を
著
し
て
い
る
。

磬

前
掲
菊
池
謙
譲
『
朝
鮮
最
近
外
交
史

大
院
君
伝

付
王
妃
の
一
生
』（
七
七
頁
）。
そ
の
他
、
久
保
天
随
『
東
洋
通
史
』
第
一
二
巻
（
博
文

舘
、
一
九
〇
四
年
一
二
月
）。
池
田
常
太
郎
編
『
日
韓
合
邦
小
史
』（
讀
賣
新
聞
社
、
一
九
一
〇
年
九
月
）
な
ど
。

磧

荒
野
泰
典
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
に
向
け
て
「
鎖
国
」
と
い
う
言
葉
が
初
め
て
使
用
さ
れ
た
の
は
、
一
八
六
四
年
対
馬
藩
士
大
島
正
朝
の
外
国
奉
行

支
配
組
頭
向
山
黄
村
宛
書
簡
（『
日
本
近
代
思
想
大
系
１

開
国
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
所
収
）
で
あ
る
。
ま
た
、
荒
野
は
朝
鮮
の
固
持

し
よ
う
と
す
る
体
制
が
、
朝
鮮
の
「
開
国
」
工
作
を
進
め
る
た
め
に
「
鎖
国
の
陋
習
」
で
あ
る
と
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
併
せ
て
指
摘
し

て
い
る
。
前
掲
「
海
禁
と
鎖
国
」（
二
一
三
〜
二
一
四
頁
）。

磚

西
蔵
（
チ
ベ
ッ
ト
）
の
政
策
を
「
鎖
国
」
と
表
象
す
る
動
き
が
観
察
で
き
る
。
河
口
慧
海
述
、
林
暘
谷
編
『
大
秘
密
国

西
蔵
探
検
』（
又
間

精
華
堂
、
一
九
〇
三
年
七
月
）。
河
口
慧
海
『
西
蔵
旅
行
記
』
下
巻
（
博
文
舘
、
一
九
〇
四
年
五
月
）。
西
蔵
研
究
会
編
『
西
蔵
』（
東
洋
叢
書

第
三
編
、
嵩
山
房
、
一
九
〇
四
年
九
月
）
な
ど
。
朝
鮮
、
西
蔵
、
中
国
に
向
け
ら
れ
る
「
鎖
国
」
観
の
形
成
史
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
記
し
た

い
。

【
付
記
】
本
稿
は
、
立
教
大
学
荒
野
泰
典
教
授
の
一
連
の
仕
事
と
、
そ
れ
に
加
え
て
先
生
に
直
々
に
研
究
会
へ
招
待
い
た
だ
い
た
こ
と
に
刺
激
を
受

け
、
成
稿
に
至
っ
た
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
た
論
文
投
稿
に
際
し
、
森
田
雅
也
教
授
に
御
指
導
い
た
だ
い
た
。
と
も
に
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
と

畏
敬
の
念
を
表
し
た
い
。

（
お
お
し
ま

あ
き
ひ
で
・
購
買
会
員
・
九
州
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
「
鎖
国
論
」
の
多
様
性
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